
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸収分割に係わる事前開示書面 

 

(会社法第 782条第 1項及び会社法施行規則第 183条に定める書面) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 12月 20日 

東邦亜鉛株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2021 年 12 月 20 日 

 

吸収分割に係る事前開示事項 

 

東京都千代田区丸の内 1 丁目 8 番 2 号 

東邦亜鉛株式会社 

代表取締役社長 丸崎 公康 

 

 

当社は、長年培ってきた製錬技術を活かし資源リサイクルと貴金属回収の強化に取り組んでいる

中、鉛製錬の主力工場である契島製錬所の役割を見直した結果、グループ内外問わず委託製錬需

要を取り込める組織体制とすることで収益力をより強化すべく東邦契島製錬株式会社 (本店所在

地:広島県豊田郡大崎上島町東野 5562 番地 1。以下「承継会社」という。）との間で、 2021 年

12 月 6 日付にて締結した吸収分割契約書(その後の変更があった場合も含む。）に基づき、2022

年 3 月 1 日を効力発生日として、当社が営む鉛製錬等に関する事業を承継会社に承継させる吸収

分割 (以下「本件分割」という。）を行うことといたしました。本件分割に関する会社法第 782

条第 1 項及び会社法施行規則第 183 条に基づく事前開示事項は、下記のとおりです。 

 

記 

 

1. 吸収分割契約の内容（会社法第 782 条第 1 項第２号） 

2021 年 12 月 6 日付吸収分割契約書の内容は、添付 1 のとおりです。 

 

2. 吸収分割の対価についての定めの相当性に関する事項（会社法施行規則第 183 条第 1 号イ） 

(1) 交付する株式数に関する事項 

本件分割に際して、承継会社は新たに普通株式 900 株を発行し、そのすべてを分割会社

である当社に割当て交付いたします。承継会社は当社の 100％子会社であり、本件分割

に際して承継会社が新たに発行する株式の全部を当社に交付することから、これを任意

に定めることができるものと認められるため、当社及び承継会社で協議の上、割当て交

付する株式数を決定しており、相当であると判断いたしました。 

(2) 資本金及び準備金の額に関する事項 

承継会社が本件分割により増加する資本金及び準備金の額は、次のとおりであり、本件

分割後における承継会社の事業内容及び当社から承継する資産及び負債に照らして相当

であると判断いたしました。 

① 資本金  0 円 

② 資本準備金  2,500,000 円 

③ その他資本剰余金 株主資本等変動額から、前各号の額を減じて得た額 

④ 利益準備金  0 円 

⑤ その他利益剰余金 0 円 

 



3. 承継会社に関する事項(会社法施行規則第 183 条第 4 号) 

(1) 吸収分割承継会社の成立の日における貸借対照表の内容（同号イ） 

添付 2 のとおりです。 

(2) 吸収分割承継会社の成立の日後の日を臨時決算日とする臨時計算書類等があるときは、

当該臨時計算書類等の内容（同号ロ） 

該当事項はありません。 

(3) 吸収分割承継会社の成立の日後に重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財

産の状況に重要な影響を与える事象が生じたときは、その内容（同号ハ） 

該当事項はありません。 

 

4. 当社に関する事項（会社法施行規則第 183 条第 5 号イ） 

(1) 最終事業年度の末日後に重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財産の状況

に重要な影響を与える事象が生じたときは、その内容 

該当事項はありません。 

 

5. 吸収分割の効力発生日以後における当社の債務及び承継会社の債務（吸収分割により承継さ

れるものに限る。）の履行の見込みに関する事項（会社法施行規則第 183 条第 6 号） 

(1) 当社の債務の履行の見込みについて 

① 当社の 2021 年 3 月 31 日現在の貸借対照表における資産及び負債の額は、それぞれ

金 104,746 百万円、金 63,671 百万円です。 

② 2021 年 4 月 1 日から現在に至るまで、当社の債務の履行の見込みに支障をきたすよ

うな事象は生じておらず、本件分割によって当社が承継会社に移転する予定の資産

及び負債の額は、それぞれ金 4,980 百万円（予定）及び金 570 百万円（予定）と見

込んでおり、当社の資産及び負債の状況に鑑みて、本件分割後も資産の額が負債の

額を十分に上回ることが見込まれます。 

③ 本件分割後の当社の収益状況及びキャッシュ・フローの状況について、当社の債務

の履行に支障を及ぼすような事態は、予想しておりません。 

④ 以上より、本件分割後における当社の債務については履行の見込みがあると判断い

たします。 

(2) 承継会社の債務（吸収分割により承継させるものに限る。）の履行の見込みについて 

① 確定した最終事業年度はありませんが、成立した日（2021 年 9 月 24 日）時点の貸

借対照表における資産及び負債の額は、それぞれ金 10 百万円、金 0 百万円です 

② 成立の日から現在に至るまで事業を営んでいないこともあり、承継会社の債務の履

行の見込みに支障をきたすような事象は生じておらず、本件分割によって承継会社

が当社から承継する予定の資産及び負債の額は、それぞれ金 4,980 百万円（予定）

及び金 570 百万円（予定）と見込んでおります。したがって、承継会社の資産及び

負債の状況に鑑みて、本件分割後も資産の額が負債の額を十分に上回ることが見込

まれます。なお、本件分割で当社から承継会社が承継する債務については、併存的

債務引受の方法によることとしていることを申し添えます。 

  



③ 本件分割後の承継会社の収益状況及びキャッシュ・フローの状況について、承継会

社の債務の履行に支障を及ぼすような事態は、予想しておりません。 

④ 以上より、本件分割後における承継会社の債務（本件分割により承継させるものに

限る。）については履行の見込みがあると判断いたします。 

 

以上 

 

・添付 1 吸収分割契約書（写し） 

・添付 2 承継会社の成立の日（2021 年 9 月 24 日) における貸借対照表 

 



（添付1）











（添付２）

東邦契島製錬株式会社

（単位：円）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

【流動資産】 【 10,000,000 】 【株主資本】 【 10,000,000 】

　　現金及び預金 10,000,000    　　資本金 10,000,000    

　資産の部 合計 10,000,000    　純資産の部 合計 10,000,000    

資産の部 純資産の部

 設 立 時 貸 借 対 照 表 

２０２１年９月２４日現在


